
081-I-2052 ビジネスと人権　（岩波新書） 伊藤和子 岩波書店
081-I-2053 ルポ軍事優先社会　（岩波新書） 吉田敏浩 岩波書店
081-I-2054 リンカン　（岩波新書） 紀平英作 岩波書店
081-I-996 自分ゴトとして考える難民問題　（岩波ジュニア新書） 日下部尚徳 岩波書店
209-Y 世界史と日本史は同時に学べ! 山﨑圭一 SBクリエイティブ

288-O 女の氏名誕生　（ちくま新書） 尾脇秀和 筑摩書房
366-N-67 理学療法士になるには 丸山仁司 編著 ぺりかん社
366-N-7 マンガ家になるには 小杉眞紀 ぺりかん社
367-S 結婚の社会学　（ちくま新書） 阪井裕一郎 筑摩書房
367-T 恋愛社会学 高橋幸 編 ナカニシヤ出版

376-N 知りたい!専門学校　衛生分野① 大岳美帆 ぺりかん社
410-Y 公式は覚えないといけないの?　（ちくまプリマー新書） 矢崎成俊 筑摩書房
460-I 小説みたいに楽しく読める生命科学講義 石浦章一 羊土社
460-Y 一度読んだら絶対に忘れない生物の教科書 山川喜輝 SBクリエイティブ

491-M 小説みたいに楽しく読める解剖学講義 村上徹 羊土社
491-O 小説みたいに楽しく読める脳科学講義 大隅典子 羊土社
491-Y 「なぜ薬が効くのか?」を超わかりやすく説明してみた山口悟 ダイヤモンド社

410 498-N 小説みたいに楽しく読める栄養学講義 中村丁次 羊土社
Y 576-D 香水のすべて ジャンヌ・ドレ 編著 翔泳社

593-K ブラウスを縫おう。 かたやまゆうこ 主婦と生活社
596-I 料理人という仕事　（ちくまプリマー新書） 稲田俊輔 筑摩書房
646-ﾂ ダチョウはアホだが役に立つ　（幻冬舎文庫） 塚本康浩 幻冬舎
673-O 転売ヤー闇の経済学　（新潮新書） 奥窪優木 新潮社
726-ｷ こどもかいぎ 北村裕花 フレーベル館
756-G はじめてのワイヤーどうぶつ gogo3jino 産業編集センター

783-N 文化系のための野球入門　（光文社新書） 中野慧 光文社
913 810-N ことばが変われば社会が変わる　（ちくまプリマー新書）中村桃子 筑摩書房
ア 913-ｱ 遊園地ぐるぐるめ 青山美智子 ポプラ社

913-ｱ-4 凜として弓を引く　奮迅篇　（講談社文庫） 碧野圭 講談社
913-ｲ 天使のにもつ　（双葉文庫） いとうみく 双葉社
913-ｲ ピカソになれない私たち　（幻冬舎文庫） 一色さゆり 幻冬舎
913-ｶ 街に躍ねる　（ポプラ文庫） 川上佐都 ポプラ社
913-ｸ-22 ホーンテッド・キャンパス　狼は月に吠えるか　（角川ホラー文庫）櫛木理宇 KADOKAWA
913-ｻ スターゲイザー 佐原ひかり 集英社
913-ｻ いなくなくならなくならないで 向坂くじら 河出書房新社

913 913-ｼ 全自動お茶汲みマシーンマミコ 白井瑶 KADOKAWA
イ 913-ﾃ タイムマシンに乗れないぼくたち　（文春文庫） 寺地はるな 文藝春秋

913-ﾅ 命をつなぐ猫のいる教室　（双葉文庫） 夏凪空 双葉社
913-ﾉ-4 ものがたり洋菓子店月と私　よっつの嘘　（ポプラ文庫）野村美月 ポプラ社
913-ﾎ-6 言葉の園のお菓子番　大切な場所　（だいわ文庫） ほしおさなえ 大和書房
913-ﾐ 痩せたらかわいくなるのにね?　（双葉文庫） 南綾子 双葉社
933-ﾏ 赤毛のアン論　（文春新書） 松本侑子 文藝春秋
943-ﾗ あいだのわたし ユリア・ラビノヴィチ 岩波書店
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カ
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青山美智子/著　　　　　ポプラ社

　図書館だより　　  5月号    　　　　　　2025年5月28日

　小学校5年生の晶には、物知りで絵が上手な自慢の兄・達がいます。その兄は、最近は高校に
は行かず、家で絵ばかり描いていて、時々大きな音を立てながら家じゅうを走り回ってしまうクセ
があります。そのたびに大家さんに怒られ、晶の友達は「学校に行っていないお兄ちゃんは普通
じゃない」と言われてしまいます。でも、晶にとっては、家にいる兄が普通だし、兄が走り回るのは
集中したい時だと知っています。自分の兄がどうやら［特別]らしいと気づいてから、晶は兄につ
いて悩み始めます。

　新しい年度が始まってから約2ヶ月が経ちました。中間試験も終えて、
今度は体育祭に向けて、何かと慌ただしい毎日を送っていることと思い
ます。そんな日々だからこそ、朝の読書の時間は心を休めるために使い
ましょう。読んでいる本が心休まらないようなら、新しい本に交換するこ
とも大事ですよ。

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『公式は覚えないといけないの？』
矢崎成俊/著　　　　　筑摩書房

　数学と聞いただけで逃げたくなる人が多いのはなぜでしょう？　どうせ高校を卒業したら数学な
んて使わないし、できなくてもいいやと思っている人もいるかもしれません。でも、生きていると数
学の考え方でしか解決しない問題があります。そんな時、私たちは自然と数学を使って物事を考
えていることがあるのです。嘘だと思う人は、この本を読んでみましょう。タイトルの「公式は覚え
ないといけないの？」の答えは書かれていません。でも、数学はまぁ必要だよねと思うようにはな
るはず。

川上佐都/著　　　　　ポプラ社

『天使のにもつ』
いとうみく/著　　　　　双葉社

『街に躍ねる』

『遊園地ぐるぐるめ』

　山中青田遊園地は地元の人たちから「ぐるぐるめ」と言われています。その遊園地を訪れる
カップル・女友達、老夫婦、営業マン、部活仲間など様々な人たちの物語です。ミニチュアアート
作家の田中達也さんとの共著で、表紙だけでなく青山さんが描くお話ごとに田中さんの作品も
見ることができます。
　遊園地に行く目的は様々。デートだったり、元気になるためだったり、思い出作りだったり、お仕
事の人もいます。そんな人たちが遊園地でどう過ごしているのか、ちょっと覗いてみてください。

　中学2年生の風汰は、職場体験の授業でやりたい仕事がないことから、「子どもと遊ぶだけで
しょ」と保育園を選びます。いざ始まってみるともちろん楽な仕事ではなく、子どもたちは風汰に
興味津々で、振り回されてばかり。しかし、めんどくせーと思いながら職場体験に通ううちに、いつ
もどろんこ遊びをしないで、お昼寝の時間も園長先生に絵本を読んでもらっているしおん君のこ
とが気になり始めます。言葉遣いも、態度も保育士だけでなく子どもたちからも注意されてしまう
風汰ですが、彼なりに保育の仕事に馴染んでいきます。


